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元 気 い っ ぱ い ！
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●区の放射線対策について

お知らせします……３面

●すぐ聞く！すぐ行く！す

ぐ対応！こちらすぐやる

課です ………………８面

子子どどももたたちちとと触触れれ合合っってて若若いいエエネネルルギギーーををももららいい、、気気
持持ちちがが若若返返りりままししたた。。
楽楽ししいい講講師師ににななっってて、、仲仲間間とと一一緒緒にに子子どどももたたちちとと交交流流

ななかかつつじじ かか じじ ろろうう

ししたたいいとと思思いいまますす。。 受受講講生生 中中辻辻 賀賀治治朗朗ささんん（（７７７７歳歳・・高高砂砂在在住住））

技術を社会に役立てたい
講師（�飾バルーンクラブ）
まつおか あき こ

松岡 晶子さん（５８歳・青戸在住）

毎回、受講生の方が生き生きとした表情で
講座に参加しています。自分の技術を社会に
役立てることができてうれしいです。
これからも受講生の方に笑顔になってもら
えるように頑張りたいです。

区では、高齢の方を対象に、社会参加や仲間づくり、ボランティ
アなど地域活動のための知識・技術の習得を目的としたさまざまな
講座を開催しています。そういった取り組みが評価され、日経グロ
ーカル２３１号（平成２５年１１月４日発行）掲載の高齢化対応度調査で�
飾区は全国７０２市区の中で総合評価第６位に選ばれました。

専専門門的的なな知知識識
ががああるる方方かからら指指
導導がが受受けけらられれまま
すす。。実実際際、、足足がが
軽軽くく感感じじるるよようう
ににななりりままししたた。。

むむかかいいははらら ててつつ おお

参参加加者者 向向原原 哲哲雄雄ささんん

（（８８７７歳歳・・鎌鎌倉倉在在住住・・写写真真左左））

１月１５日�「新春初詣
柴又七福神めぐり」開
催（６面参照）。

受受講講生生ががままちち歩歩ききをを楽楽ししんんででいいるる様様子子をを見見
るるここととがが生生ききががいいでですす。。
自自分分がが持持っってていいるる知知識識をを、、多多くくのの方方にに伝伝ええ

ああ づづまま たたかかしし

たたいいでですす。。 講講師師（（ままちち歩歩ききをを創創るる会会）） 我我妻妻 敬敬ささんん

（（８８２２歳歳・・東東立立石石在在住住））
うんどう教室開催公園

高砂北公園
（高砂４‐３‐１）
毎月第２・４�
午前１０時３０分～１１時３０分

お花茶屋公園
（お花茶屋１‐２２‐１）
毎月第４�
午前１０時３０分～正午

間栗公園
（西新小岩２‐１‐４）
毎月第４�
午後２～３時３０分 �飾の魅力を再発見

か とう み え こ

受講生 加藤 美恵子さん（６９歳・金町在住）

講座に参加し、自分
が住んでいるまちを歩
いてみて、あらためて
ふるさとの魅力を再発
見できました。
歩くことは健康にも
良いですし、何よりも
講座を通じて多くの方
と接することができて
楽しかったです。

同世代とともに楽しく生活したい

うんどう教室では最初参加者でしたが、現
在は参加者のお手伝いをする立場です。
健康増進はもちろんですが、同世代の仲間
と交流できる機会があることは大切だと思い
ます。今後も同世代の方が、�飾区で元気に
楽しく生活ができるよう、一緒に頑張ってい
きたいと思います。

人 口 ４４８，３７４人（男２２４，６６１人 女２２３，７１３人）
世帯数 ２１５，６４８世帯 （平成２５年１２月１日現在）

【担当課】
高齢者支援課 �５６５４‐８２５６
シニア活動支援センター �５６９８‐６２０１
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今後の講座の予定は広報かつしかでお知らせします。

地域指導員
すぎうら かつとし

杉浦 勝利さん（７７歳・鎌倉在住）
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